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謹啓� 時下益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。�

� 鹿児島大学工学部は、昭和２０年４月に鹿児島県立工業専門学校として第１回目の入学者を発�

表して以来、２０２０年４月で７５周年を迎えます。�

そこで、この創立７５周年を迎えるに当たり、鹿児島大学工学部では、工学部同窓会と連携し

て工学部の一層の発展を図るため、今般、同封いたしました趣意書に記載されている記念事業を

具体化して実施し、さらに、その事業の推進を図ることといたしました。�

このうち、本事業の中心となる「工学研究・海外派遣等助成制度」の創設は、本学部の国際交

流の更なる拡大、教育研究活動の一層の活性化のための大きな力となるものであります。�

皆様にはこれまでも工学部を支援していただきました。創立５０周年記念事業で創設された「岩

崎国際学術交流基金」と「工学部研究交流基金」は、講演会等開催助成、学生の国際学会発表派

遣助成などに活用され、本学部の教育研究及び学術交流に大きく寄与しました。また、稲盛会館

の完成は、京セラ株式会社名誉会長稲盛和夫氏（昭和３０年応化卒）のご協力によるものであり、

現在では、全学共同利用施設として本学内外の団体などが主催する講演会や講習会等が数多く開

催され、産学官の多角的交流・意見交換の場として、学術研究の発展に大きく寄与しております。�

以上の状況に鑑み、卒業生等の皆様におかれては大変厳しい経済状況にあるかと拝察いたすと

ころですが、記念事業を達成するために２万６千余名の卒業生等の皆様には総額で７千万円を目

標として、拠金のお願いをさせていただきたく存じるところです。�

計画の記念事業は、卒業生等の皆様のご協力なしには成功を望むべくもありません。�

この７５周年記念事業が多くの方々の格別のご支援を賜ることができますならば、本学部の教

育と研究、さらには国際交流の発展に大きな力を添えるものと存じます。何卒この記念事業の趣

旨にご賛同下さいまして、ご協力・ご支援を賜りますよう切にお願い申し上げます。�
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